
スマイル A 算数科学習指導案 
日 時 令和５年１０月６日（木）６校時 

児 童 第４学年男子１名（情） 第６学年男子２名（情） 

                                                          指導者 髙田 公明 

１ 単元名    第４学年   四角形の特ちょうを調べよう   

第６学年   形が同じで大きさがちがう図形を調べよう 

 

２ 単元の目標と評価規準 

・第４学年   四角形の特ちょうを調べよう 

＜単元の目標＞ 

(1) 図形を構成する要素及びそれらの位置関係を理解している。 

(2) 図形の性質について考察する力を用いて問題解決したり解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を身に

付ける。 

(3) 図形の性質を考察した過程を振り返り，そのよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

(4) 学習用具を整理できたり，自分の考えを発表したりできる。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 自立活動 

①直線の平行や垂直の関

係について理解している。 

②平行四辺形，ひし形，台

形について知っている。 

①図形を構成する要素及びそれら

の位置関係に着目し，構成の仕

方を考察し図形の性質を見いだ

しているとともに，その性質を基

に既習の図形を捉え直している。 

①平行四辺形，ひし形，台形など

について，数学的に表現・処理

したことを振り返り，数学のよさ

に気付き学習したことを生活や

学習に活用しようとしている。 

① 学習用具の整

理ができる。 

② 自分の考えを発

表することがで

きる。 

 ・第６学年 形が同じで大きさがちがう図形を調べよう 

(1) 図形の性質を理解し，それらを用いて縮図や拡大図をかくことができる。 

(2)図形間の関係を考察し図形の性質を基に，縮図や拡大図のかき方を考えている。 

(3)図形の性質を考察した過程を振り返り，そのよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

(４)学習用具を管理できたり，どうすればよいか分からないときに自分から話すことができる。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 自立活動 

①縮図や拡大図の性質につ

いて理解している。 

②縮図や拡大図の性質を用

いて縮図や拡大図をかく

ことができる。 

①図形間の関係を考察し，縮図や

拡大図の性質を見いだしている。 

②縮図や拡大図の性質を基にし

て，縮図や拡大図のかき方を考

えている。 

①実際には測定しにくい長さの求

め方を工夫して考えたり，その

よさに気付いたりしている。 

②縮図や拡大図を，身の回りか

ら見付けようとしている。 

① 学習用具の

管理ができ

る。 

② どうすればよい

か分からないと

きに自分から話

すことができる。 

３ 単元指導計画 

・第４学年（全１３時間）   ○指導に生かす評価   ◎総括の資料にするために記録に残す評価 

時

間 

目標 主な評価規準 

●どのような数学的な見方・考え方を働かせ 

◆どのような数学的な活動を通して 

■どのような資質・能力を育てるのか 

知識・技能 

 

思考・判断・

表現 

 

主体的に学

習に取り組

む態度 

自立活動 

① 直線の交わり方 

１ 

 

●垂直の意味に着目し， 

◆２本の直線の交わり方を調べる活動を通して， 

■垂直な２直線を弁別することができる。 

〇 

①  

観察・ノート 

   

 ○ 

①観察 

②観察 
２ ●三角定規の直角部分を基に， 

◆２枚の三角定規を使って垂直な直線のひき方を考える

◎ 

①  

○ 

① 

 



活動を通して， 

■三角定規を使って，垂直な直線をひくことができる。 

観察・ノート 観察・ノート 

②  直線のならび方 

３ 

本

時 

●直線のならび方の違いを基に， 

◆２本の直線の並び方を調べる活動を通して， 

■平行の意味を理解し，弁別することができる。 

○ 

① 

観察・ノート 

◎ 

①  

観察・ノート 

 ○ 

①観察 

②観察 

４ 

 

●平行な直線の特徴に着目し， 

◆２本の直線の並び方を調べる活動を通して， 

■平行な直線は他の直線と等しい角度で交わることや，平行な

直線の間の距離は一定であることを理解することができる。 

〇 

①  

観察・ノート 

 

 

 ○ 

①観察 

②観察 

５ 

 

●平行の性質に着目し， 

◆２枚の三角定規をどのように使うかを考える活動を通して， 

■三角定規を使って，平行な直線をひくことができる。 

   

６ ●方眼を手がかりにし， 

◆垂直や平行な直線の見つけ方を考える活動を通して， 

■方眼上の直線の垂直や平行の関係を理解することができる。 

◎ 

①  

観察・ノート 

 ○ 

① 

振り返り 

◎ 

①観察 

②観察 

③  いろいろな四角形 

７ ●平行な辺の組数に着目し， 

◆四角形を分類する活動を通して， 

■台形と平行四辺形の特徴を理解することができる。 

〇 

②  

観察・ノート 

  

○ 

①観察 

②観察 

８ ●平行四辺形の特徴に着目し， 

◆辺の長さや角の大きさを調べる活動を通して， 

■平行四辺形の性質について説明することができる。 

 〇 

① 

観察・ノート 

 

９ ●平行四辺形の辺の位置関係や長さ，角の大きさに着目し， 

◆作図方法を考える活動を通して， 

■平行四辺形をかくことができる。 

○ 

② 

観察・ノート 

  

１０ ●ひし形の辺の位置関係や長さ，角の大きさに着目し， 

◆ひし形の特徴を調べる活動を通して， 

■ひし形をかくことができる。 

◎ 

②  

観察・ノート 

  ◎ 

①観察 

②観察 

④  対角線と四角形の特ちょう 

１１ ●四角形の対角線に着目し， 

◆様々な四角形の対角線の特徴を調べる活動を通して， 

■様々な四角形の対角線の特徴を理解することができる。 

○ 

② 

観察・ノート 

 

 

◎ 

①  

振り返り 

○ 

①観察 

②観察 

⑤  まとめ 

１２ 

１３ 

適応問題を解くことができる。 ◎ 

①② 

テスト 

◎ 

① 

テスト 

 ◎ 

①観察 

②観察 

・第６学年（全８時間） ○指導に生かす評価   ◎総括の資料にするために記録に残す評価 

時間 

目標 主な評価規準 

●どのような数学的な見方・考え方を働かせ 

◆どのような数学的な活動を通して 

■どのような資質・能力を育てるのか 

知識・技能 

 

思考・判断・

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

自立活動 

① 拡大図と縮図 

１ 

 

 

●図形を構成する要素及び図形間の関係を基に， 

◆合同の意味を通して， 

■拡大図や縮図の意味や性質を考えようとしている。 

〇 

① 

観察・ノート 

 〇 

① 

観察・ノート 

○ 

①観察 

②観察 



２ ●拡大図，縮図の性質に着目し， 

◆拡大図や縮図を弁別する活動を通して， 

■対応する辺の長さや角の大きさを求めることができる。 

◎ 

① 

観察・ノート 

  

 

 

３ 

 

●辺の長さや角の大きさを基に， 

◆拡大図，縮図のかき方を考える活動を通して， 

■拡大図，縮図のかき方を説明することができる。 

 

 

 

〇 

①  

観察・ノート 

 

４ 

本時 

 

●１つの点を中心とすることに着目して， 

◆拡大図，縮図のかき方を考える活動を通して， 

■１つの点を中心とした拡大図，縮図のかき方を説明す

ることができる。 

〇 

② 

観察・ノート 

 

〇 

② 

観察・ノート 

 ○ 

①観察 

②観察 

５ ●拡大図，縮図という観点に着目して， 

◆図形を分類整理したり性質を説明したりする活動を通して， 

■既習の図形に対する見方を深める。 

 

 

◎ 

① 

観察・ノート 

 ◎ 

①観察 

②観察 

② 縮図の利用 

６ ●縮尺の意味に着目し， 

◆縮図の縮めた割合を求める活動を通して， 

■縮図から実際の長さを求めることができる。 

○ 

② 

観察・ノート 

 

  

○ 

①観察 

②観察 
７ ●縮図を用いることに着目し， 

◆直接はかれない長さを求める方法を考える活動を通して， 

■縮図から実際の長さを求めることができる。 

 ◎ 

①観察 

③ まとめ 

８ 適応問題を解くことができる。 

 

◎ 

①② 

テスト 

◎ 

①② 

テスト 

 ◎ 

①観察 

②観察 

４ 本時の指導 

（１）ねらい・評価規準 

 ・第４学年 

２本の直線の並びかたを調べる活動を通して，平行の意味を知り，その弁別ができる。 

評価の観点 評価規準（おおむね満足できる状況） 児童への手立て 

思考・判断・

表現 

２本の直線の並び方を調べる活動を

通して，平行の意味を理解し，弁別するこ

とができる。 

図を大きくしたり，２本の直線に色を付けたりして考察する直線を分

かりやすくし，平行の意味を理解し，弁別することができるようにさ

せる。 

自立活動 学習用具を整理できたり，自分の考え

を発表したりできる。 

学習用具を置く場所を決めたり，自分の考えを書くように促したりす

る。 

・第６学年 

   １つの点を中心とした拡大図，縮図のかき方を考え，説明することができる。 

評価の観点 評価規準（おおむね満足できる状況） 児童への手立て 

思考・判断・

表現 

拡大図，縮図のかき方を考える活動を

通して，１つの点を中心とした拡大図，縮

図のかき方を説明することができる。 

辺の長さの関係や頂点G，頂点Hをどのようにして決めたのかを確

かめながら，１つの点を中心とした拡大図，縮図のかき方を説明

することができるようにさせる。 

自立活動 学習用具を管理できたり，どうすればよ

いか分からないときに自分から話すことが

できる。 

学習用具を確かめたり，分からないところに印を付けるように促し

たりする。 

 



（２） 研究内容との関わり 

 ・学習全体において，自分の気付きをノートに書いていく。（自己との対話） 

 ・振り返る段階で，分かったことを書くことで自分の考えの深まりを自覚させる。（自己との対話） 

 ・困り感や誤答から，先生との対話を通して正答を導きだし，自分の考えを広めたり深めたりする。（他者との対話） 

（３）展開                                  

第４学年 第６学年 

    ＜学習活動＞  ＜留意点＞ ＜学習活動＞ ＜留意点＞ 

１ 学習ゲームをする。 

・タングラム 

 

２ 問題を把握する。 

 

 

 

３ 解決の見通しをもつ。            

・(1)，(5)のカードと(6)のカードを見比

べてどこが違うか確かめる。 

 

・直線の並び方を調べる方法について確 

かめる。 

 

 

４ 自力解決 

・直線の並び方を調べる。 

 

 

 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

６ 適用問題 

 

７ ふりかえり 

 

 

 

８ Eライブラリ 

 

・学習への意欲につ

ながるように楽しく

行う。 

 

・(1)，(5)，(6)を拡大

したカードを提示

する。 

 

・直線の交わり方と向

きについて考えさ

せる。 

・角の大きさと辺の長

さを調べることを確

かめる。 

 

 

・図中の線に色をつけ

分かりやすくする。 

 

 

 

 

・今日の学習を振り返

りながら板書で確

認する。 

 

 

 

・分かったことをノー

トに書くように促

す。 

 

・クロームブックを使

う。 

１ 学習ゲームをする。 

・タングラム 

 

２ 問題を把握する。 

 

 

 

３ 解決の見通しをもつ。 

・三角形ABCと三角形GBHの重なり

あう点や角，辺について確かめる。 

 

・三角形GBHをかく方法について確かめ

る。 

 

 

４ 自力解決 

・頂点G，Hの位置を決める。 

 

 

 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

６ 適用問題 

 

７ ふりかえり 

 

 

 

８ Eライブラリ 

・学習への意欲につ

ながるように楽しく

行う。 

 

・三角形 GBH と，

三角形ABCを提

示する。 

 

・点Bと角Bが同

じになることを確

かめる。 

・頂点G，頂点Hを

どのようにして決

めるか確かめる。 

 

 

・拡大図の性質に

沿って考えるよう

にする。 

 

 

 

・今日の学習を振り返

りながら板書で確認

する。 

 

 

 

・分かったことをノー

トに書くように促

す。 

 

・クロームブックを使

う。 

 

下の(1)，(5)のカードと(6)のカ
ードをくらべて，直線のならび方の
ちがいを見つけましょう。 

直線のならび方は，別の１本の直線との

交わり方に注目すれば説明できる。 

思 （観察，カード） 

三角形 GBH は，三角形 ABC を
２倍に拡大したものです。三角形
GBHのかき方を考えましょう。 

１つの点を中心にすると，辺の長さが何

倍になっているかだけを考えれば，拡

大図や縮図がかける。 

思 （観察，カード） 


